
私たちの心的モジュールはそれぞれ、不可欠ながらも妥当性を主
張しがたい前提を立て、世界の仕組みについての前提を信じるこ
とによって、解決不可能な問題を解決する。唯一妥当性を主張す
る道があるとすれば、それは、それらの前提が先祖の生きた世界
でうまく機能した、ということだけである。

―S. Pinker 1997『心の仕組み』(NHKブックス)



男の上昇志向VS女の
養育志向

飲む打つ買うで有頂
天

バーやキャバレー温
泉と

ゆるんだバンドも新
品に

これぞこの世の極楽
じゃ

女房子供もなんのそ
の

東京京都大阪と

お偉いさんの住む町
に

原発どんどん建て
りゃよい

ここは孫子に残す町





•放射能汚染≒風評被害を
前提とした研究ばかり

•科学による社会貢献や善
意の第3者を装うが、実態
は原子力PAの一部

•若い研究者・院生にチャ
ンス≒リスクを与えて矢
面に











• 避難指示区域81,300人：A帰還困難地域24,800人、B居住制
限地域23,400人、C避難指示解除準備区域33,100人、

• D中間的区域70,700人：特定避難勧奨地点282世帯（800
人）、E緊急時避難準備区域58,500人、屋内退避区域2,200
人、南相馬市避難要請区域9,200人

• 避難指示区域外600～2000万人：E自主的避難等対象区域
1,435,000人、F半額賠償166,000人、Gその他（汚染状況重
点調査地域5,100,000人）

• 支持や要請のあった15万人以外は、不必要な避難だったの
か？「家庭内避難」は？
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①小学生以下の子どもが
いる茨城の母親たちで、
回避行動が顕著。

②千葉でも水道水は回避
された。

③外食や外遊びは、比較
的抑制されなかった。
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図9 福島の原発事故のあと、放射線のリスクを考えて、食べ物
や飲み物に気を使っていますか？（「ほとんど気にしていない=1」
～「かなり注意している=4」の平均値）
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• 性差が大きいのは、ケアよりも神聖のモジュール
• 居住継続か避難かの選択には、子どもの健康重視（ケア）か仕事優先(権威）だけでなく、

賠償の可否（公正）や地域社会との関係（忠誠）、政府への反発（自由）、汚染回避（神
聖）のモジュールも複雑に働く

• 避難行動は決断力に依存←２D4D（薬指に対する人差し指の長さ）を見に沖縄に























子ども・被災者支援法への期待を利
用して対策引き延ばし・骨抜き

•中心的当事者への「過度な」賠償⇒社会運動の分断

←沈黙や同調は、被害者の確信で瓦解するのでは？





小学生以下の子ど
もがいると8割、
いなくとも6割以

上が、買い物スト
レス。個人の知識
と判断で安全を担
保するのは限界





プレッ
シャー
～沈黙

沈黙の観察
～思考抑制





Hockings KJ. , Anderson JR. , Matsuzawa T (2006) Road 
crossing in chimpanzees: a risky business. Current Biology 
Vol 16 No 17, 668-670

• チンパンジーの道渡し
行動（松沢2006）：偵
察，先陣，見張り，しん
がりの役割分担

• 「女子どもを先に！」≠
人類の専売特許

←多くの霊長類にみられ
る適応戦略≒道徳性

• 高齢者は生業、母親
は子どものための自己
犠牲をしやすい

• チリ: 津波強盗への対
応として高齢者留守番
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同じ地方に住んでいる原始人の二つの部族に争いが起こった時、もし（ほかの環
境条件は等しいのに）一方の部族には、勇敢で、同情的で、誠実な者が大勢いて、
常に互いに危険を警告しあい、助けあい、守りあうことができるならば、この部族
のほうがより成功し、もう一方の部族にうち勝つであろう。

―C.ダーウィン『人間の進化と性淘汰』


